
　
資
本
的
収
支
で
は
、
下
水
道
管
や
浄
化

セ
ン
タ
ー
設
備
機
器
の
新
設
、
取
替
な
ど

に
必
要
な
支
出
と
、
そ
れ
ら
の
事
業
を
行

う
た
め
に
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
借

金
や
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
な
ど
の

収
入
、
過
去
の
借
金
の
元
本
の
返
済
金
な

ど
を
経
理
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
建
設
改
良
事
業
は
、
中

央
町
地
区
で
行
っ
た
雨
水
管
を
新
設
す
る

工
事
や
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設
備
機
器
の

更
新
工
事
な
ど
の
ほ
か
、
下
水
道
整
備
を

計
画
し
て
い
な
い
地
域
な
ど
で
浄
化
槽
を

２
基
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
資
本
的
収
支
の
決
算
額

（
消
費
税
除
く
）
は
、
収
入
が
10
億
９
千

６
万
円
、
支
出
が
16
億
４
千
587
万
円
と
な

り
、
収
入
と
支
出
の
差
引
で
は
、
５
億
５

　
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を
分
析
す
る

た
め
の
代
表
的
な
指
標
の
一
つ
に
、
汚
水

処
理
原
価
と
経
費
回
収
率
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
汚
水
処
理
原
価
は
、
汚
水

１
立
方
メ
ー
ト
ル
の
処
理
に
か
か
っ
た
金

額
を
表
し
、
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
効
率

的
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
経
費
回
収
率
は
、
汚
水
処
理
に

　
平
成
28
年
度
に
は
、
収
益
的
収
支
の
営

業
損
益
、
経
常
損
益
と
も
に
赤
字
と
な
り
、

最
終
的
な
経
営
成
績
を
示
す
純
損
益
も
赤

字
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
以
前
と
同
様
に
収
入
と
支
出
の
差
引
で

生
じ
た
資
金
不
足
を
、
収
益
的
収
支
で
生

じ
る
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
平
成
28
年
度
に
『
下
水
道

事
業
経
営
戦
略
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
40
年
度
ま
で
の
経
営

見
通
し
な
ど
を
ま
と
め
た
本
戦
略
で
は
、

こ
の
ま
ま
の
経
営
状
況
が
続
い
た
場
合
、

平
成
33
年
度
以
降
に
、
資
本
的
収
支
で
生

じ
る
不
足
額
を
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
資
金
不
足
が

生
じ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
市
は
、
昨
年
12
月
以
降
、

住
民
説
明
会
や
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

へ
の
諮
問
を
通
じ
て
、
下
水
道
使
用
料
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
平
成

29
年
６
月
の
市
議
会
で
、
使
用
料
改
定
に

必
要
な
条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ
、
平
成

30
年
１
月
１
日
以
降
の
下
水
道
使
用
料
を

引
き
上
げ
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

当
面
の
資
金
不
足
は
避
け
ら
れ
る
見
通
し

で
す
が
、
本
市
の
汚
水
処
理
原
価
や
経
費

回
収
率
は
、
道
内
他
市
に
比
べ
て
も
決
し

て
良
好
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
改
善
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

る
な
ど
、
経
営
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
下
水
道
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
、
利
用
者
で
あ
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
今
後
も
、
下
水
道
事
業
の
経
営

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
広
報
紙
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
下
水
道
事

業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

千
581
万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
収
益
的
収
支
で
は
、
減
価
償

却
費
な
ど
、
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な

い
経
費
が
あ
る
た
め
、
現
金
の
余
剰
（
内

部
留
保
資
金
）
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

資
本
的
収
支
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
内

部
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

用
い
た
費
用
が

ど
の
程
度
使
用

料
収
入
で
賄
わ

れ
た
か
を
表

し
、
そ
の
比
率

が
高
け
れ
ば
高

い
ほ
ど
、
健
全

な
経
営
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
処
理
場
に
お
け
る
包
括
業
務
委

託
や
汚
泥
削
減
設
備
の
導
入
な
ど
、
経
費

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
市
の

汚
水
処
理
原
価
は
道
内
他
市
に
比
べ
て
高

く
、
逆
に
経
費
回
収
率
は
低
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

資
本
的
収
支
の
決
算 

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況

今
後
の
見
通
し

資本的収支の決算状況
 （単位：万円）

項　　目 金　　額
資本的収入 109,006

企業債 75,310
金融機関などからの
借入金 75,310

負担金及び分担金 1,543
利用者からの負担金
など 940
一般会計からの負担
金 603

補助金 32,153
国からの補助金 16,904
一般会計からの補助
金 15,249

資本的支出 164,587
建設改良費 44,596

下水道管整備のため
の経費 24,066
浄化センター整備の
ための経費 20,262
浄化槽整備のための
経費 268

企業債償還金 119,991
借入金の返済 119,991

収支不足額 △ 55,581

汚水処理原価・経費回収率の状況
（単位：円，％）

項　　目 登別市 道内平均（※）
汚水処理原価 202.90 146.36 
経費回収率 88.97 118.38 
※�平成27年度決算における、道内の地方
公営企業法を適用している20市の平均
値

17 下水道事業会計の決算状況


